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コース名 :   PADIサイドマウント・インストラクターコース 
コース・ディレクター :  久保  彰良  800460-CD 

   Mail-to: akiyoshi.kubo@gmail.com 
   Mobile: 090-1559-9140 
 
 
 
 

PADIサイドマウント・インストラクター… 

ご存知のように、2本のスクーバ・シリンダーをダイバーの身体
の左右に装備するサイドマウント・ダイビングは、まったく新し

いコンセプトのダイビングという訳ではありません。 

 
ケイブ・ダイビングを起源とするサイドマウント・コンフィグレ

ーションは、すでにレック・ダイビングやテクニカル・ディープ

ダイビング、また 2000年代なかばからはレクリェーショナル・オープン・ウォーター・ダイビ
ングでも広く活用され始めています。 

 
レクリェーショナル・ダイバーが、サイドマウント・ダイビングに習熟するためには、ダイバー

の経験、調達可能な器材などによって多種のアプローチがあり、したがってサイドマウント装備

を使いこなすための知識と新しいスキルをマスターしなければなりません。 
このコースの目的は、レクリェーショナル・ダイバーを対象に、サイドマウント・ダイビングを

紹介し、その利点と欠点を伝え、器材の選択、適切な装備を紹介し、サイドマウント・ダイビン

グのスキルを開発し、経験を提供する方法を学びます。 
	
 

参加前条件…	
 

1. PADI OWSI以上の資格 
2. PADIサイドマウント・ダイバーまたはそれに相当する資格 

Ø 他の団体のサイドマウント認定 
Ø あるいは何らかのサイドマウント・ダイビングのトレーニングを受けた証明 

 
必要教材…  
l PADIサイドマウント・ダイバー・インストラクターガイド（70490J） 

Ø 巻末の「ナレッジリビュー」をコピーし、完成させてご持参ください。
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必要器材…  
1. フィン、マスク、スノーケル 
2. 適切な保護スーツとそのアクセサリー 
3. ダイブコンピューター 
4. コンパス 
5. ナイフ/カッティングツール 
6. 水中ノート/スレート 
7. 緊急用器材（ホイッスル/エアホーン、SMBなど） 
8. 6L以上のシリンダー×2本（現地でレンタルしても可） 

Ø アルミシリンダーが望ましい。 
9. サイドマウント用リグ×2セット 
10. ダブルエンダー×2本以上 
11. サイドマウント BCD、またはサイドマウント可能な左右それぞれ 2 カ所以上の D リング

付き BCD 
Ø サイドマウント専用 BCDでない場合は、ボルトスナップ付きの 40cm程度のバンジー

コードを 2本用意。 
12. レギュレーター2台 

Ø 各レギュレーターはそれぞれに残圧計を装備。残圧計ホースの長さは 6 インチが望ま
しい。 

Ø 右側のレギュレーターは、ボルトスナップの付いたロングホースのセカンドステージ。

ドライスーツの場合は QDホースを付けたもの。 
Ø 左側は、通常の長さから 65cm（28 インチ）程度のホースでネックレースが付いたセ

カンドステージと BCD用 QDホース付きのもの。 

 
コースの構成…(最短日数：1 日)  

l 海洋ダイブ：2回 
	
 

コースにかかる費用…（税込） 
l コースフィ…¥26,250- 
料金に含まれないもの…	
 

1. 参加者各自のダイビング費用実費。 
2. トレーナーのダイビング費用と現地への往復交通費はコース参加者で案分し負担ください。 
3. 食事、宿泊（必要な場合）、海洋ダイブ現地への往復交通費用。 
4. 器材のレンタルが必要な場合は、別途レンタル料を申し受けます。 
5. インストラクター資格申請料：¥6,300- 
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ご用意いただくもの…  
1. サイドマウント認定カード、または証明するもの 
2. 証明書用カラー写真 1枚（3cm×4cm） 

 
 


